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「タブレット端末約500台」一斉配付
～桜美林大学　導入事例～

学校法人 桜美林学園 桜美林大学はキリスト教精神

を基盤に建学された４年制大学。同大学のビジネスマ

ネジメント学群では、学生時代からビジネスシーンに

対応するスキルを身に着けさせるべく、2012年度以降

の新入学生と教員に向けて525台ものiPadを配布。授業

や課外での積極的な利用を促進し、学生と教職員が一

丸となって、教育現場におけるスマートデバイスのよ

り良い活用法を模索している。

■タブレット端末導入経緯

●　525台のiPad導入が決定後、まずは教員向けの50台

を４月上旬に配布するとともに、情報技術に明るい

数名の教員やスタッフからなるサポートチームを学

群内に立ち上げ、iPadの操作法などに関する学生か

らの相談に対応できる体制を構築した。

●　学生への配付は５月上旬に学内で２日間に分けて

行い、無線LAN環境にアクセスすることで学生自身

に利用可能な状態に設定させた。登録後の操作に関

する疑問は、まず学生自らが試行錯誤し、それでも

解決できない問題については、学生同志→教員→情

報システムセンターの順序で相談する流れを取り決

めた。問題解決能力の養成を重視するビジネスマネ

ジメント学群においては、iPadを使いこなせるよう

になるプロセスそれ自体を重要な教育機会と位置付

けたのである。

●　学生たちに大学の内外でデバイスを自由に活用さ

せる一方、授業の一環としてiPadを用いた取り組み

も行った。例えば、春学期にはクラスごとにiPadで

校内を撮影し、キャンパスに潜む様々な問題のリス

トアップとその改善策検討、学年末には「iPad活用

事例発表会」を開催。学生が発案した活用法を、プ

レゼンテーション用アプリを使ってまとめ、チーム

対抗のプレゼンテーション大会を開催した。

■大学からの評価

●　「導入初年度は導入に伴う課題や可能性を広く見

出し、２年目には見つかった課題を改善、同時に必

修科目でのスマートデバイスの利用機会を拡大し、

現１年生が３年生になる３年目から本格的な運用に

移行する・・そんな見通しでこの取り組みを推進し

ています。」（2013年１月取材時学群長談）

●　「学生たちがiPadの活用法を試行錯誤するのと同

様に大学もさまざまな運用法を模索することになり

ますが、そのプロセス自体が教育の充実につながる

はずだと信じています。」(2013年１月取材時情報シ

ステムセンター部長談）
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